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第46回 全国青年保育者会議 宮城大会

CONTENTS 子ども育成指針
日本保育協会青年部

基本理念
私たち大人は、子どもの育成に関する正しい観念や知識を共有し、子ども一人一人が安心・

安全・幸せに生きることのできる環境作りに、責任を持って取り組むことを約束します。そして、

子ども自らがより望ましい人格及び豊かな人間性を形成していこうとする姿に、心から共感し・

喜び・支援していくことこそ、私たちの大切な使命であると自覚するとともに、それを全うしな

ければなりません。

１．親・家族の関わり
・子どもの生命保持と育成に対して、強い

  責任と使命を持ちましょう。

・たゆまぬ愛情と豊かなふれあいを大切に

  して、子育てを楽しみましょう。

・家族一人一人の存在と役割を重んじ、互い

  の存在を尊びましょう。

・いかなる時も子どもの模範的な社会人と

  して、人として温かみのある言動を心がけま

  しょう。

・自らの家庭の伝統や文化を重んじ、その

  継承と伝達に務めましょう。

２．社会の関わり
・地域ぐるみで子どもの生命を守り、心身

  ともに健やかな子どもを育てましょう。

・誰もが子育てを楽しめる環境を整備し

  ましょう。

・社会保障の更なる充実と、偏りを見せる

  給付構造の見直しを行いましょう。

・地域における有効的な生活コミュニティを

  構築しましょう。

・望ましい教育方針を共有し、最適な教育

  環境を創造しましょう。

［唱和］私たち大人は
・すべての子どもを人として、社会の一員として尊び、最大限の愛情を注いで育てます。

・すべての子どもを社会全体で構築する、育成に適した環境の中で育みます。

・すべての子どもの最善の利益を確保し、最善の教育を提供します。

・すべての子どもの気持ちを受け止め、心身の健やかな成長と豊かな心情の育成を支援します。

・すべての子どもの主体的な活動を促すとともに、育ちを一貫して支える視点を大切にします。

私たち日本国に在住するすべての大人は、社会の一員であることを自覚し、これから我が国を

支えていく子どもの育ちに対して、最大限の関心を持ち、最大限の愛情を注いでいくことが、

重大な責任であり使命であることを決して忘れてはなりません。

子ども育成指針

大会趣旨

日本保育協会青年部部長挨拶

祝辞　宮城県知事

祝辞　仙台市長

大会スケジュール

フロアマップ

開会式・行政説明

基調講演Ⅰ

基調講演Ⅱ

第Ⅰ分科会・第Ⅱ分科会

第Ⅲ分科会・第Ⅳ分科会

特別記念講演

本部報告・閉会式

日本保育協会各支部青年部長名簿

日本保育協会青年部役員名簿

日本保育協会青年部組織図

宮城大会実行委員会名簿
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第46回 全国青年保育者会議 宮城大会

大会趣旨
　東北最大の都市、宮城、杜の都仙台で開催する第４６回全国青年保育者会議宮城大会。日本

保育協会宮城県支部青年部が発足9年。この地で全国から保育者が集い、保育について学び

あう日を迎えることを非常に光栄に思います。

　昨今において社会問題でもある我が国の出生率低下による人口減少、特に我々北海道・東北

地域においては過疎化による地域社会における活力の低下や生産機能の低迷といった大きな

課題が課せられております。また、保育を取り巻く環境としても人口減少によって保育施設の

定員割れ、保育士不足など、経営に大きく影響する問題が直面しております。

　今回の宮城大会テーマは「杜の都で杜（盛り）あがれ！七魂のKIDS’NA（絆）！」

　テーマの通り杜の都で北海道・東北七県の保育に込める熱い魂をこどもの幸福のために絆を

強め、紡いでいく大会です。

　我々北海道・東北ブロック青年保育者は青年保育者らしく全国の青年保育者の皆様としっか

りと前を向き、未来の宝物であるこどもの成長を支え、援助し、保育の素晴らしさを伝えて参り

ます。保育施設は地域が求め、地域に必要不可欠な社会機能を維持するための施設です。この

大会を機に北海道・東北の保育を全国に発信し、我が国におけるすべてのこども一人ひとりが

尊重され、光り輝くことを願っております。

　第46回全国青年保育者会議宮城大会を開催するにあたり、主催者を代表してご挨拶申し上げます。
　日頃より全国青年部活動にご理解ご協力を賜りますと共に、本大会へ全国各地よりご参集いただき誠にありがとうござ
います。

　杜の都仙台で開催されます本大会は、主管の北海道・東北ブロック７支部の先生方の多大なるご尽力により、青年部
史上初めて、ブロック合同により大会の企画・ご準備を頂きました。県境を越え、大会開催の実現に向けて一丸となり情熱
を注いで頂きました大会実行委員会並びに関係者の皆様に心より感謝を申し上げます。

　さて、こども家庭庁より示された、令和７年度から令和１０年度末を見据えた「保育政策の新たな方向性」では、これまでの
待機児童対策を中心とした「保育の量の拡大」からの転換と、「質の確保・向上」や「制度の持続可能性」に比重を置いた
今後の制度の展開が示されました。
　人口減少社会において、地域のこどもと子育て家庭を支える拠点である保育施設の組織基盤を強化することともに、
その価値をどのように高めていくかが、重要な鍵となるでしょう。
　先行きが不透明で予測困難な社会状況の中、複雑な要因が絡み合った簡単に答えの見つからない問い、経験則にのみ
頼ることのできない問いを抱えながら、我々はこれからの保育の在り方を模索し、向き合っていかなければなりません。

　こうした問いと向き合う際、互いの実践から謙虚に学び高め合い、知恵を出し合い、積極的に行動する青年部精神が
大いに活きるのではないでしょうか。

　７道県の絆により実現した本大会の充実した研修や懇親の場が、青年部に参画頂いている皆様の絆を深め、各地域・各
施設におけるより良い保育、ひいては「こどもまんなか」でより豊かな地域のあり方を構想する一助となりましたら幸いです。

　最後になりましたが、ご多用の中ご臨席を賜りましたご来賓の皆様、並びに関係の方々より賜りました温かいご支援に
対しまして衷心より御礼を申し上げますとともに、引き続き青年部へのご指導をお願い申し上げまして、開催のご挨拶と
させて頂きます。

杜の都で杜（盛り）あがれ！
七魂のKIDS’NA（絆）！ ご挨拶
全国の青年保育者達よ、伊達な文化で華開く、

豪華絢爛、七魂の粋な絆を篤と見よ！

佐々木 俊則
第46回全国青年保育者会議宮城大会実行委員長 日本保育協会青年部部長

中西 淳也
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第46回 全国青年保育者会議 宮城大会

宮城県知事

ご祝辞ご祝辞

　この度は、第46回全国青年保育者会議宮城大会が開催され、全国各地から保育の現場でご活躍の若手保育者の皆様を宮城・仙台
にお迎えできますこと、大変喜ばしく、心より歓迎申し上げます。

　また、日々こどもたちと向き合い、愛情と情熱をもってその成長を支えてくださっている皆様に、深く敬意を表します。
　近年、わが国では急速な少子化の進行、共働き家庭の増加や就労形態の多様化、保育ニーズの多様化など、保育を取り巻く環境が
大きく変化しています。こうした中、こども家庭庁は昨年12月に「保育政策の新たな方向性」を公表し、保育政策について、待機児童対策
を中心とした「保育の量の拡大」から、「質の高い保育の確保・充実」、「全てのこどもの育ちと子育て家庭の支援」、「保育人材確保・テク
ノロジーの活用等」の３つの柱を軸に推進するとしました。保育所等は、こどもを預かる施設にとどまらず、こどもの健やかな育ちを支え、
家庭や地域を包括的に支援する社会的インフラとして、その役割は益々重要になるものと考えております。

　仙台市では、令和7年度から5年間の計画で新たにスタートさせた「せんだいこども若者プラン2025」において、こども・若者及び子育
て支援に係る基本理念を「こども・若者が自分らしく幸せに生きられるまち仙台」、「みんなで支える子育てが楽しいまち仙台」と定め、
医療的ケア児や外国籍の児童などあらゆるこどもが安心して通えるインクルーシブ保育の推進、保育士等の人材確保・育成支援、ICTの
利活用による業務効率化と保護者の利便性向上など、保育現場の実情に即した様々な施策の推進に取り組んでいます。また、令和8年
度から全国で本格実施される「乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）」については、昨年度の試行的事業を経て、今年度から先
行して事業を開始したところです。

　これらの取り組みは、「こどもまんなか社会」の理念を、地域に根ざした形で実現するものです。そしてその原動力は、日々こどもたちと
向き合う保育者の皆様一人ひとりの実践の積み重ねに他なりません。本大会において、皆様が地域を越えて語り合い、学び合い、つな
がり合うことが、こどもたちの明日をより明るく照らす大きな力となりますことを、心より願っております。

　結びに、本大会のご成功と日本保育協会青年部の益々のご発展、そして青年保育者の皆様のご健勝と益々のご活躍を祈念申し上げ
まして、お祝いの言葉といたします。

　第46回全国青年保育者会議宮城大会が盛大に開催されますことを、心からお喜び申し上げます。

　日本保育協会青年部の皆様並びに出席者の皆様、ようこそ宮城県へお越しくださいました。皆様の御来県を心より歓迎するとともに、
開催に御尽力賜りました皆様に深く感謝申し上げます。

　さて、保育をめぐる近況としましては、少子化と人口減少が進行する中で、こどもが少ない地域では保育施設の定員充足率が低下し、
安定的な運営が困難になる施設や統廃合の検討が必要となる施設が出てきている一方、依然として待機児童が発生している地域も
存在し、今後は地域ごとによりきめ細やかな対策が必要となっております。

　その対策として国は昨年12月に「保育政策の新たな方向性」を打ち出し、これまでの待機児童対策を中心とした「保育の量の拡大」か
ら、「保育の質の確保・向上」へと重点を移すことを明確化しました。これは、質の高い保育の提供、一人ひとりのこどもの育ちと子育てが
支援される社会の実現を目指すものです。

　そのような中、宮城県は、今年３月に策定した「みやぎこども幸福計画」の基本理念に基づき、すべてのこどもたちが夢と希望を持って
身体的・精神的・社会的に将来にわたって幸せな状態、いわゆるウェルビーイングな状態で成長できる地域づくりを目指し、地域全体で
子育てを支える社会の形成に努めております。

　保育の視点では、今後も保育士不足や待機児童の問題について市町村や地域の皆様と真摯に向き合いながら、計画的な施設整備や
多様な保育ニーズへの対応、保育者への研修等を継続し、皆様と共に笑顔あふれるこどもたちの未来のため、持続可能で質の高い
教育・保育の提供の実現を目指してまいります。

　今大会のテーマは「杜の都で杜（盛り）あがれ！七魂のKIDS’NA（絆）！」です。

　日々、我が国の宝であるこどもたちの健やかな成長を保育の現場で支えている皆様の情熱的な姿勢こそ、保育の未来を担う確かな力
です。本大会が、現在の保育の動向への理解を深め、互いに高め合いながら、志を同じくする仲間との”絆”を育む貴重な機会となること
を心から期待しております。

　本県は、全国の皆様からの温かい御支援のもと、着実に東日本大震災からの復興の歩みを進めてまいりました。是非、この機会に
宮城の美しい自然、豊かな食、温かい人情に触れ、新たな活力と英知を得ていただき、本大会が実り多き大会となりますことを心より
願っております。

　結びに、日本保育協会青年部の益々の御発展と出席者の皆様の御健勝、御活躍を祈念いたしまして挨拶とさせていただきます。

村井 嘉浩様
仙台市長

郡 和子様
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プロフィール

基調講演Ⅰ5F鳳凰の間（西中）

子どもたちの
笑顔のために
～10年先の
　健康と運動の大切さ～

佐藤 弘道氏

NHK「おかあさんといっしょ」第10代体操のお兄さん

弘前大学大学院医学研究科 博士課程修了 博士（医学）

弘前大学特別招聘教授

大垣女子短期大学客員教授

朝日大学客員教授

名城大学薬学部特任教授

開会式 5F鳳凰の間（西中）
式次第

1 開会宣言

2 主催者挨拶

3 実行委員長挨拶

4 来賓祝辞

5 来賓紹介

6 祝電披露

7 主催者紹介

8 子ども育成指針唱和

行政説明 5F鳳凰の間（西中）
こども家庭庁 成育局
保育政策課 課長

　 　栗原正明氏

DAY
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井桁 容子氏

基調講演Ⅱ5F鳳凰の間（西中）

1976年4月から2018年3月まで保育実践研究施設の東京家政大学ナースリールームに42年間勤務し、東京家政

大学非常勤講師も務め、保育の実践及び保育者養成に関わりながら研究に従事。

2018年4月よりフリーとなり乳幼児教育実践研究家として、任意団体「保育SoW(Sense of wonder)ラボ」代表・

「非営利団体コドモノミカタ」代表理事、「保育の根っこを考える会」主宰などを務める。

2024年5月より日本保育学会評議員。

保育実践の場から抽出した子どもの本質、質の高い保育の在り方について数多くの実践研究や講演、保育・子育て

関係著書多数を執筆。また保育コンサルティング、ワークショップ、メディアにおいては、NHKEテレ「すくすく子育

て」、子ども向け番組の監修、そのほか保育DVD制作、子どもと大人向け音楽CDプロデュースするなど、日本の子

どもが置かれる環境の質の底上げのために幅広く活動中。2020年11月に育児雑誌編集長が選ぶ『第13回ペアレン

ティングアワード』の文化人部門を受賞。

プロフィール

井上 眞理子氏

第Ⅰ分科会 ５F鳳凰の間（東）

DAY

02

未来を支える
乳児保育

～0.1.2歳児の保育が今、
　　　何故重要なのか～

組織・チームで実現する
“こどもまんなか”の保育

～互いの「よさ」を活かし合う組織づくりとマネジメント～

水落 洋志氏

第Ⅱ分科会 4F翡翠の間

新たな運動行為を
未来に向かって生み出すために

－身体を介したマイクロスリップ－

北海道函館市出身 兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 人間発達教育専攻 講師
専門は保育学・子ども学。研究キーワード：乳幼児期の運動発達、保育者・保育学生の熟達。
2015年：Pacific Early Childhood Education Research Association（環太平洋乳幼児教育学会）世界大会にて、「BEST POSTER AWARD」受賞。
2025年：日本保育学会第78回大会にて、「研究奨励賞」受賞。
［主要な論文］
水落洋志・内田勇人（2024）危険予知トレーニング教材の提示刺激の差異と危険予知の関連、日本幼少児健康教育学会誌、10、53－61．
水落洋志・内田勇人（2024）保育学生を対象としたVirtual Realityを活用した0－1歳児の危険行為場面体験プログラムの開発、保育文化研究18・19、51－61．

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

洗足こども短期大学 幼児教育保育科 教授(科長補佐・実習進路サポート室長・実習統括)
大学卒業後、最高裁判所司法研修所勤務ののち、早期乳幼児教育講師を経験。人間の自ら育つ能力を最大限尊重する教育、特に乳
幼児期の主体性を保障する経験や保育環境の研究ののち、保育者の専門性、成長プロセス、園内研修の研究にフィールドを広げ、現
在は保育現場の人材育成、 組織マネジメントに焦点をあてる。職員の人材育成と確保、理念を実現する組織、保育の質向上を実現する
ためのマネジメントをテーマに研究を進める。保育現場における園長・主任を中心にした管理職やミドルリーダー対象の講演会、研修
会に登壇。保育者養成校では、実習指導(幼稚園・保育所・施設)、教育課程論などの授業を担当。
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2025年：日本保育学会第78回大会にて、「研究奨励賞」受賞。
［主要な論文］
水落洋志・内田勇人（2024）危険予知トレーニング教材の提示刺激の差異と危険予知の関連、日本幼少児健康教育学会誌、10、53－61．
水落洋志・内田勇人（2024）保育学生を対象としたVirtual Realityを活用した0－1歳児の危険行為場面体験プログラムの開発、保育文化研究18・19、51－61．
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ル

洗足こども短期大学 幼児教育保育科 教授(科長補佐・実習進路サポート室長・実習統括)
大学卒業後、最高裁判所司法研修所勤務ののち、早期乳幼児教育講師を経験。人間の自ら育つ能力を最大限尊重する教育、特に乳
幼児期の主体性を保障する経験や保育環境の研究ののち、保育者の専門性、成長プロセス、園内研修の研究にフィールドを広げ、現
在は保育現場の人材育成、 組織マネジメントに焦点をあてる。職員の人材育成と確保、理念を実現する組織、保育の質向上を実現する
ためのマネジメントをテーマに研究を進める。保育現場における園長・主任を中心にした管理職やミドルリーダー対象の講演会、研修
会に登壇。保育者養成校では、実習指導(幼稚園・保育所・施設)、教育課程論などの授業を担当。
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DAY

02

DAY

02
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第46回 全国青年保育者会議 宮城大会

磯部 裕子氏

第Ⅲ分科会 4F銀河の間

環境を通して行う
保育の再考

松島遊覧船の旅
日本三景「松島」を巡る

－環境改革の取り組みに見る保育のこれから－

第Ⅳ分科会

フィールドワーク

特別記念講演 5F鳳凰の間（西中）

元東北楽天ゴールデンイーグルス選手
野球人のフリートーク

元東北楽天ゴールデンイーグルス選手たちによる豪華トークショー。

球団誕生秘話、東日本大震災、日本一への軌跡、そしてこどもとこれから
の未来について熱く語っていただきます。

平石 洋介氏 土谷 鉄平氏 聖澤 諒氏長谷部 康平氏
・2019年、松坂世代、
  1980年生まれ初となる、
  プロ野球球団の監督が誕生。
  楽天ゴールデンイーグルス
  第７代監督に就任。

・東北楽天ゴールデンイーグルス
  投手（2008年～2016年）
・株式会社LVC創業
  代表取締役（2016年～）

・2009年パシフィックリーグ
  首位打者獲得＆ベストナイン選出
・楽天リトルシニア前監督

・元東北楽天ゴールデンイーグルス
  初代盗塁王（2012）
・現楽天ゴールデンイーグルス
  アカデミーコーチ

子ども子育て会議　会長(角田市、利府町)、副会長(多賀城市)、日本保育学会評議員、仙台みどり学園理事長、みやぎ・わらすっこ

プロジェクト代表等

大学卒業後８年間、保育者生活を送り、その後大学院に進学。青山学院大学大学院前期博士課程、後期博士課程修了ののち、宮城学

院女子大学に着任。2025年3月退職後も保育者養成の仕事に携わりつつ、保育の現場で実践者と共に、保育の質を高めるための実践

研究を進めている。主な研究分野は、保育のカリキュラム論。環境論。
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ル

DAY

02

DAY

02

DAY

03

松島散策と松島遊覧
集合場所：
江陽グランドホテル正面玄関前
集合時間：
１１：５０(時間厳守でお願いいたします）

日本三景松島をご堪能いただく内容と
なります。伊達政宗公が5年の歳月を
かけて建立し、自らの菩提寺としました
瑞巌寺や海からの絶景を堪能できる遊
覧船等盛りだくさんでご案内させてい
ただきます。

12:45/13:45
武田の笹かま（昼食・体験・工場見学）江陽グランドホテル

12:00

江陽グランドホテル
18:00

松島遊覧（塩釡～松島）
14:00/14:50

松島自由散策（瑞巌寺・円通院等）
14:50/17:00
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第46回 全国青年保育者会議 宮城大会

本部報告 5F鳳凰の間（西中）

閉会式 5F鳳凰の間（西中）
式次第

1 主催者挨拶

2 開催地挨拶

3 大会地引き継ぎ

4 次期開催地挨拶

5 閉会宣言

日本保育協会
常務理事

　 　川鍋慎一氏
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日本保育協会　各支部青年部長名簿
（令和 7 年 5 月 19 日現在）

№ 支部名  氏　名 施　設　名 郵便番号 住　　　　　所 ＴＥＬ
1 北海道 伊藤　仁浩 永山くるみ保育園 079-8431 北海道旭川市永山町 8 丁目 118 番 15 0166-40-2500
2 青　森 坂﨑　力紀 NOGI こども園 038-3532 青森県北津軽郡鶴田町大字野木字東松虫 3-2 0173-22-5719
3 岩　手 稲村　和紀 いなり保育園 028-0041 岩手県久慈市長内町 19-89-8 0194-53-5202
4 秋　田 伊藤　昌人 旭保育園 013-0065 秋田県横手市猪岡沼下 145-2 0182-36-2309
5 山　形 若狭谷　亮 こども園ちとせ 990-0075 山形県山形市落合町柿檀 386-4 023-623-8874
6 宮　城 佐々木　俊則 わかば保育園 989-6155 宮城県大崎市古川南町 4-4-25 0229-24-3322
7 福　島 上野　彰雄 道光保育所 966-0896 福島県喜多方市字諏訪 140 0241-23-2761
8 茨　城 菊地　渉 認定こども園境いずみ保育園 306-0431 茨城県境町西泉田 704-2 0280-81-1126
9 栃　木 阿久津　秀 瑞穂野保育園 321-3234 宇都宮市桑島町 1310-14 028-656-5452
10 群　馬 平井　龍太 杉の子保育園 370-0852 群馬県高崎市中居町 4-24-1 027-352-3433
11 埼　玉 丹羽　清光 田島保育園 360-0215 埼玉県熊谷市田島 7-3 048-588-0682
12 千　葉 小林　照男 コビープリスクールのだ 278-0035 千葉県野田市中野台 564-2 04-7121-0115
13 東　京 高根沢　康浩 東立石保育園 124-0013 東京都葛飾区東立石 4-45-5 03-8692-0897
14 神奈川 清水　淳一郎 ひよこ第３保育園 252-0305 神奈川県相模原市南区豊町 1-29 042-767-5565
15 横浜市 浅野　真巳 小桜愛児園 225-0011 神奈川県横浜市青葉区あざみ野 1-32-6 045-901-0141
16 山　梨 高根　槙児 くだま木もれびの家 400-0803 山梨県甲府市桜井町 165-3 055-269-9002
17 長　野 久保　浩司 ころぽっくるこども園 381-2221 長野県長野市市川中島町御厨 1258-1 026-286-6868
18 新潟県 高津　亮 太陽ゆうゆう保育園 940-2145 新潟県長岡市青葉台 5-8-1 0258-46-0080
19 新潟市 伊藤　宏太郎 みつばちこども園 950-0843 新潟市東区粟山 3-3-8 025-276-3098
20 富　山 伊藤　克宜 わかくさ保育園 930-0952 富山県富山市町村 341 番 1 076-492-1193
21 石　川 角地　剛 松が丘こども園 922-0431 石川県加賀市山田町エ１番地 22 0761-73-1230
22 福　井 藤野　貴光 妙安寺こども園 919-0621 福井県あわら市市姫 2 丁目 17-3 0776-73-0439
23 岐　阜 徳永　智也 柳津東保育園 501-6103 岐阜県岐阜市柳津町蓮池 5 丁目 35 番地 058-387-3666
24 静　岡 後藤　恭佑 すみれ認定こども園 416-0916 静岡県富士市平垣 141 0545-63-8632
25 愛知三河 安藤　徹也 秦梨保育園 444-3343 愛知県岡崎市秦梨町字遠行 24 0564-47-2222
26 三　重 藤谷　竜大 フジ保育園 512-0904 三重県四日市市東坂部町 150-4 059-331-4128
27 滋　賀 三上　明祥 本福寺こども園 520-0242 滋賀県大津市本堅田１丁目 22-30 077-573-6115
28 京都府 藤本　和寿 認定こども園木津さくらの森 619-0223 京都府木津川市相楽台４丁目２番５ 0774-71-4150
29 京都市 森　義教 大徳寺こども園 603-8231 京都府京都市北区紫野大徳寺町 74 075-491-8818
30 大　阪 川﨑　一樹 谷町中央保育園 540-0015 大阪市中央区十二軒町 2-1 06-6770-5341
31 兵　庫 西垣　浩文 城崎こども園 669-6101 兵庫県豊岡市城崎町湯島 71 0796-32-2269
32 奈　良 布施　隆教 華表保育園 639-2137 奈良県葛城市南藤井 92-1 0745-69-6368
33 和歌山 土井　宏之 あわ保育園 640-8462 和歌山県和歌山市粟 255-5 073-453-2003
34 島　根 佐々木　白文 遠田保育園 699-3676 島根県益田市遠田町 783-1 0856-24-0055
35 岡　山 安原　弘之 落合保育園 716-0061 岡山県高梁市落合町阿部 1683 0866-22-4466
36 広島県 清水　啓太 川口西保育所 720-0822 広島県福山市川口町 5-14-20 084-953-7498
37 山　口 田中　浩二 のあ保育園 751-0833 山口県下関市武久町 2-70-10 083-252-3056
38 香　川 礒野　貴章 虹ヲわたり 767-0004 香川県三豊市高瀬町比地 181-1 0875-23-6690
39 愛　媛 濱岡　絵美 法隆寺こども園 790-0024 愛媛県松山市春日町 12-7 080-2981-0655
40 徳　島 住友　雅美 光花保育園 770-8003 徳島県徳島市津田本町４丁目 3-31 088-663-2232
41 福岡県 白山　雄一 ひかるこども園 820-0053 福岡県飯塚市伊岐須 62-8 0948-25-0065
42 福岡市 志賀　秀一 認定こども園ひまわり保育園 819-0051 福岡県福岡市西区下山門団地 7-2 092-881-7324
43 佐　賀 高田　昌典 新栄保育園 840-0859 佐賀県佐賀市新栄西 1 丁目 6-3 0952-24-7700
44 長　崎 山口　剛史 中里保育園 859-0405 長崎県諫早市多良見町中里 47-9 0957-43-2938
45 熊本県 安田　量寛 さくら保育園 863-0002 熊本県天草市本渡町戸馬場 1026-2 0969-22-5344
46 熊本市 緒方　隼人 小木こども園 861-4226 熊本県熊本市南区城南町塚原 994-19 0964-28-2147
47 大　分 佐藤　拓未 日出やまとこども園 879-1506 大分県速見郡日出町 1855-1 0977-72-7629
48 宮　崎 岡留　由斗 小山保育園 887-0022 宮崎県日南市上平野町 3-4-1 0987-23-2081
49 鹿児島 川元　健 笠之原こども園 893-0023 鹿児島県鹿屋市笠之原町 46-15 0994-42-2919
50 沖　縄 安座間　卓樹 天願こども園 904-2215 沖縄県うるま市みどり町 1 丁目 8-2 098-988-5178

（註）変更・修正箇所ありましたら事務局までご連絡ください。



日本保育協会青年部 令和７・８年度 組織図

持続可能で豊かな保育へのアクセシビリティを高める

事務局

保育の「質」
探求委員会

未就園児支援
強化検討委員

組織・人材開発
委員会

DX・テクノロジー
活用推進委員会

次長　　　　 橋本 健次（総務担当）
　　　　　　 飯野 ひとみ（会計担当）
　　　　　　 鬼塚 研治（広報担当）
クリエイター　後藤 貴哉
局員　　　　 国枝 佳蓮
　　　　　　  志賀 秀一  
　　　　　　  金原 健人

委員長　　　天願 順優
副委員長　　松崎 真和
副委員長　　秋山 勇人
担当執行部　高根 槙児

委員長　　　白山 雄一
副委員長　　梅村 崇
副委員長　　髙山 裕司
担当執行部　川﨑 一樹

委員長　　　坂崎 力紀
副委員長　　同前 智司
副委員長　　菊地 祥吾
担当執行部　菊地 幹

委員長　　　大高 充生
副委員長　　佐藤 拓未
副委員長　　佐藤 栄作
担当執行部　小嶋 建輝

執
行
部

監 事

全国青年部長会

運営委員会

部長　 　 中西 淳也
副部長　菊地 幹
副部長　高根 槙児
副部長　川﨑 一樹
副部長　佐々木 俊則（大会担当）
事務局長　小嶋 建輝

相
談
役

塚野 浩平
清水 淳一郎
大城 卓子

HUG. Next Action
リーダー　　　　儀間 香　
オーガナイザー　浅野 真巳
　　　　　　  　高尾 宗宏
顧問　　　　　 新保 雄希
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日本保育協会　青年部役員名簿
（令和 7 年 5 月 19 日現在）

支部名 役職名 氏　名 施　設　名 郵便番号 住　　　所 ＴＥＬ

滋賀 部長 中西　淳也 認定こども園 星の子保育園 520-0101 滋賀県大津市雄琴 2-17-13 077-579-3244

東京 副部長 菊地　幹 東京児童協会 134-0091 東京都江戸川区船堀 2-23-10 03-3680-1441

山梨 〃 高根　槙児 （認）くだま木もれびの家 400-0803 山梨県甲府市桜井町 165-3 055-269-9002

大阪 〃 川﨑　一樹 谷町中央保育園 540-0015 大阪市中央区十二軒町 2-1 06-6770-5341

宮城 〃
（大会担当） 佐々木　俊則 わかば保育園 989-6155 宮城県大崎市古川南町 4-4-25 0229-24-3322

熊本 事務局長 小嶋　建輝 ひので保育園 869-5163 熊本県八代市三江湖町 1427 0965-35-9501

秋田 運営委員 伊藤　昌人 旭保育園 013-0065 秋田県横手市猪岡沼下 145-2 0182-36-2309

東京 〃 高根沢　康浩 東立石保育園 124-0013 東京都葛飾区東立石 4 丁目 45-5 03-3692-0897

長野 〃 久保　浩司 ころぽっくるこども園 381-2221 長野県長野市川中島町御厨 1258-1 026-286-6969

福井 〃 藤野　貴光 妙安寺こども園 919-0621 福井県あわら市市姫 2 丁目 17-3 0776-73-0439

静岡 〃 後藤　恭佑 すみれ認定こども園 416-0916 静岡県富士市平垣 141 0545-63-8632

三重 〃 藤谷　竜大 フジ保育園 512-0904 三重県四日市市東坂部町 150-4  059-331-4128

広島 〃 清水　啓太 川口西こども園 720-0822 広島県福山市川口町 5 丁目 14-20 084-953-7498

愛媛 〃 前田　泰良 大町保育園 793-0030 愛媛県西条市大町 55 089-755-3652

大分 〃 佐藤　将考 はさまこども園 879-5506 大分県由布市狭間町挟間 114 097-583-0109

熊本県 〃 小嶋　建輝 ひので保育園 869-5163 熊本県八代市三江湖町 1427 0965-35-9501

宮城 〃
（大会担当） 佐々木　俊則 わかば保育園 989-6155 宮城県大崎市古川南町 4-4-25 0229-24-3322

新潟県 監事 高津　亮 太陽ゆうゆう保育園 940-2145 新潟県長岡市青葉台 5-8-1 0258-46-0080

熊本市 〃 緒方　隼人 小木こども園 861-4226 熊本県熊本市南区塚原 994-19 0964-28-2147

石川 相談役 塚野　浩平 ミドリ富陽こども園 921-8834 石川県野々市市中林 2-67 街区 -1 076-225-5640

神奈川県 〃 清水　淳一郎 ひよこ第 3 保育園 252-0305 神奈川県相模原市南区豊町 1-29 042-767-5565

沖縄 〃 大城　卓子 みなみ保育園 901-0361 沖縄県糸満市糸満 1532-1 098-992-4977

大阪 事務局
次　長 橋本　健次 池上わかばこども園 594-0083 大阪府和泉市池上町 3-14-55 0725-41-1441

神奈川県 〃 飯野　ひとみ こばとナーサリー 247-0051 神奈川県鎌倉市岩瀬 776-2 0467-46-6930

佐賀 〃 鬼塚　研治 あかつき保育園 840-2102 佐賀県佐賀市諸富町大字為重 457 番地 0952-47-4783

茨城 クリエイター 後藤　貴哉 大宮聖慈保育園 319-2255 茨城県常陸大宮市野中町 3266-3 0295-52-2035

東京 事務局員 国枝　佳蓮 野沢そらの木保育園 154-0003 東京都世田谷区野沢 2-9-14 03-6413-8595

福岡市 〃 志賀　秀一 認定こども園ひまわり保育園 819-0051 福岡県福岡市西区下山門団地 7-2 092-881-7324

静岡 〃 金原　健人 なごみこども園 433-8105 静岡県浜松市中央区三方原町 1367-1 053-420-7530

■ HUG. プロジェクト

沖縄 リーダー 儀間　香 可愛保育園 901-2214 沖縄県宜野湾市我如古 4-16-31 098-897-7157

横浜市 オーガナイザー 浅野　真巳 小桜愛児園 225-0011 神奈川県横浜市青葉区あざみ野 1-32-6 045-901-0141

滋賀 〃 高尾　宗宏 あさひこども園 525-0072 滋賀県草津市笠山 1-1-40 077-563-9870

石川 顧問 新保　雄希 泉の台幼稚舎 921-8034 石川県金沢市泉野町 4-4-3 076-243-6775

■保育の「質」探求委員会

沖縄 委員長 天願　順優 コスモストーリーこども園 904-2222 沖縄県うるま市字上江洲 455 098-974-7239

石川 副委員長 松崎　真和 安原こども園 920-0371 石川県金沢市下安原町東 1521-1 076-249-2548

静岡 〃 秋山　勇人 いさみ保育園 420-0945 静岡県静岡市葵区桜町 2 丁目 4 番 51 号 054-272-2918

■未就園児支援強化検討委員会

福岡県 委員長 白山　雄一 ひかるこども園 820-0053 福岡県飯塚市伊岐須 62-8 0948-25-0065

滋賀 副委員長 梅村　崇 みのり保育園 525-0028 滋賀県草津市上笠１丁目 9-15 077-562-4807

岡山 〃 高山　裕司 竜之口わかばこども園 703-8203 岡山県岡山市中区国府市場 720-1 086-279-1515

■組織人材開発委員会

青森 委員長 坂﨑　力紀 NOGI こども園 038-3532 青森県北津軽郡鶴田町野木東松虫 3-2 0173-22-5719

岡山 副委員長 同前　智司 幼保連携型認定こども園妹尾保育園 701-0205 岡山県岡山市南区妹尾 1368-1 086-282-1106

沖縄 〃 菊地　祥吾 南風原はなぞの保育園 901-1101 沖縄県島尻郡南風原町大名 156-4 098-889-3425

■ DX テクノロジー活用推進委員会

大阪 委員長 大高　充生 たんぽぽ学園 567-0895 大阪府茨木市玉櫛 1-3-1 072-632-6669

大分 副委員長 佐藤　拓未 日出やまとこども園 879-1506 大分県速見郡日出町 1855-1 0977-72-7629

山梨 〃 佐藤　栄作 こでまりこども園 400-0858 山梨県甲府市相生 1 丁目 8-10 055-237-9038
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　　　　　　 飯野 ひとみ（会計担当）
　　　　　　 鬼塚 研治（広報担当）
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委員長　　　白山 雄一
副委員長　　梅村 崇
副委員長　　髙山 裕司
担当執行部　川﨑 一樹

委員長　　　坂崎 力紀
副委員長　　同前 智司
副委員長　　菊地 祥吾
担当執行部　菊地 幹

委員長　　　大高 充生
副委員長　　佐藤 拓未
副委員長　　佐藤 栄作
担当執行部　小嶋 建輝
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全国青年部長会

運営委員会

部長　 　 中西 淳也
副部長　菊地 幹
副部長　高根 槙児
副部長　川﨑 一樹
副部長　佐々木 俊則（大会担当）
事務局長　小嶋 建輝

相
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役

塚野 浩平
清水 淳一郎
大城 卓子

HUG. Next Action
リーダー　　　　儀間 香　
オーガナイザー　浅野 真巳
　　　　　　  　高尾 宗宏
顧問　　　　　 新保 雄希
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宮城大会実行委員名簿（北海道・東北ブロック青年部会連合）

委員会役職名 氏　名 支部名 支部青年部役職名 園　名

大会実行委員長 佐々木　俊則 宮城県 青年部長 わかば保育園

大会副実行委員長 坂﨑　力紀 青森県 青年部長 ＮＯＧＩこども園

相談役 十文字　利則 青森県 相談役 こども園えがお

相談役 鈴木　友規 福島県 事務局長 スギナ保育園

事務局長（式典 責任者） 若狭谷　亮 山形県 青年部長 こども園ちとせ

事務局次長（会計 責任者） 佐々木　哲人 宮城県 会計 わかば第三保育園

役　 員（企業・広告 責任者） 上野　彰雄 福島県 青年部長 道光保育所

役　 員（企業・広告） 赤津　昌喜 福島県 監事 東田保育園

役　 員（交流・企画 責任者） 伊藤　昌人 秋田県 青年部長 旭保育園

役　 員（交流・企画） 伊藤　仁浩 北海道 青年部長 認定こども園永山くるみ保育園

役　 員（受付・渉外 責任者） 稲村　和紀 岩手県 青年部長 いなり保育園

役　 員（受付・渉外） 菊池　晃 岩手県 こども園ドレミのそら

役　 員（式典） 菅藤　克彦 山形県 顧問 南山形すくすく保育園

青年部スタッフ 三谷　満 北海道 事務局長 認定こども園慈光園保育所

〃 宮﨑　啓輔 北海道 永山こどもの杜保育園

〃 古平　純 北海道 こひつじ認定こども園

〃 山田　峻愛 青森県 副部長 根城こども園

〃 小泉　隆人 青森県 副部長 幸畑保育園

〃 古川　雄大 青森県 事務局長 類家保育園

〃 上中　望 青森県 認定こども園ふるまぎの森

〃 椛沢　伊知郎 青森県 toitoitoi

〃 吉川　壮 秋田県 副部長 日の出ベビー保育園

〃 飯野　光長 福島県 副部長 たかつき保育園

〃 中村　修平 福島県 事務局次長 ことりやまこども園

〃 大橋　隆彦 福島県 田島保育園

〃 遠藤　大輔 福島県 会津報徳保育園

〃 山口　礎　 山形県 事務局 蔵王めぐみこども園

〃 今野　諭 山形県 蔵王めぐみこども園

〃 千葉　吉之助 宮城県 監事 わんぱく保育園

〃 大場　勇輝 宮城県 監事 第一光の子保育園

〃 森合　みゆき 宮城県 事務局長 いちょう保育園
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協賛企業一覧

株式会社幼保経営サービス
ウェルビジネスいわて株式会社
（株）ファミリーネクスト

株式会社MJ
株式会社ジャクエツ
株式会社チポーレ

日清医療食品株式会社 仙台支店
株式会社こどものとも東北

ZuMy株式会社
東京イーグル化学株式会社
株式会社ニシハタシステム
株式会社 給食企画体

株式会社スマートエデュケーション
株式会社Gakken SEED

(有)ホソカワシュピールバーレン
株式会社アスカ

BABY JOB株式会社
エール株式会社

有限会社アイ・ピー・エス
株式会社ワールドライブラリー
アリモ エンタテインメント

icuco株式会社
GMOエンペイ株式会社
株式会社チャイルド社
GeNヒーローズ株式会社
レーヴ法律事務所
株式会社メルシー
株式会社NEXYZ.

〈順不同〉
24
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杜の都で杜（盛り）あがれ！七魂のKIDS’NA（絆）！

第46回
全国青年保育者会議
宮城大会

2025.9/3  4 5水 木 金
江陽グランドホテル
主催 社会福祉法人日本保育協会青年部
主菅 社会福祉法人日本保育協会 北海道・東北ブロック青年部
後援 こども家庭庁・社会福祉法人日本保育協会

宮城県・仙台市・大崎市


